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18. 体性感覚誘発電位における潜時と振幅について
の考察 
0林謙二，高木学治(千葉労災)
小林英夫(千大)
正常例 30例の体性感覚誘発電位の潜時，振幅につい
て，更に10例には神経伝導速度と Nl頂点潜時の関係を
検討した。早い潜時の Po，Nlでは各個体聞のばらつき
も計測上の変動も少なかった。 Nl頂点潜時と神経伝導 I
速度は両者とも正常範囲内にあり，この範囲内では相関
は見られなかった。振幅では安定している PON1+NIPl
と N!Plでも個体間のばらつきは大きかったが，同一
個体では PON1+NIPlと NIPlでは変動は少なかった。 
19. Electrical Acupanctureの整形外科領域への
応用 
0栗原真，土屋恵一，内海武彦
(県立佐原)
低周波通電針治療 (ElectricalAcupancture)を昭和 
52年 1月以来，整形外科的疹痛疾患50例，機能訓練対象
疾患 10例，針麻酔5例，その他 3例，計 68例に施行例
た。本法は整形外科領域の疹痛性疾患に対し有効な治療
法の一つであり，とくに機能性と思われる疾患に有効で
あった。機能訓練においても本法の併用が有効である症
.例がむみられ，訓練においても本法の併用が有効である
症例がみられ，訓練期間の短縮に役立つ有用性に乏しか
った。 
20. 我々の悪性腫虜に対する化学療法の現況 
0保高英二，高田典彦，遠藤富士乗
(千葉県がんセンター)
舘崎慎一郎(同・病理)
当センターで治療した悪性骨腫蕩 140例及び軟部悪性
腫療50例の化学療法について述べた。骨肉腫， Ewing 
肉腫の化療は ADM+VCR+MTX+CFによる多剤併
用療法により，飛躍的な生存率の改善が期待される。骨
髄腫，骨細網肉腫の化療は CVP療法が，又，骨転移癌
には， MFC療法が有効であり，軟部悪性腫蕩では，円
形細胞腫蕩(横紋筋肉腫，他)には ADM，MTX，VCR 
などの薬剤が有効である。 
21. 小児の撰骨小頭骨折について 
0円井芳晴，竹内孝，村山憲太
吉野紘正，野平勲一(国立習志野)
小児の横骨小頭骨折 6例(モンテジア骨折に合併した
もの 2例)を経験し， うち 5例にキノレシュナー綱線で内
固定した。高度転位，完全離断をみたもの 3例， 中等
度転位傾斜を示したもの 2対である。モンテジア骨折型
は前腕囲内位，小頭単独骨折は前腕中間位，国外位で手
をついて受傷した。手術結果は，合併損傷を有したも
の，手術時期の遅れたものに前腕回旋運動，特に囲内運
動制限がみられた他は，良好であった。 
22. 肺硬塞を合併せる多重骨折の一例 
0金田庸一，斉藤隆，平山博久
宣保晴彦(船橋中央) 
49歳男性。高所より転落，第 1...4腰椎圧迫骨折，左
肘関節脱臼を認めショック対策，処置により全身状態は
改善され，順調な経過と思われたが，第13病日より血疾
呼吸困難出現，突然心停止を来たし死亡した。剖検後，
右中下葉広範囲肺硬塞と診断された。月市硬塞の診断は難
とされるが，自覚症状，理学所見，肺スキャニング肺動
脈撮影等で可能とされ，早期発見，早期治療が必要とな
る。多重骨折後，肺硬塞を合併した症例を報告した。 
23. 上腕ニ頭筋長頭臆断裂の 2例 
0井l幡宏，村山憲太(井幡整形)
本疾患の二症例を経験し，治療上の問題点である治療
法の適応決定，切断腿の縫合部位の選択および遺残躍の
処理の問題につき言及した。
著者は本例に対し，観血療法を施行し，切断腿の縫合
部位に対し，観血療法を施行し，切断腿の縫合部位を上
腕ニ頭筋短頭腿に経着し，遺残腿に対し関節内処理を施
行しなかったが，術後 1年余の現状で特に支障なく良好
な成果を治めた。今後，関節症の発症には十分に留意し
たい。 
24. Toe-to-finger transferの経験 
0堂後昭彦，坂巻桔，布施吉弘
鍋島和夫，岡崎壮之，黒田重史 
(jl鉄)
仕事中，右手をローラーにまき込まれ，手関節より末
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梢の皮膚が全て剥離され，栂指の末端と他の 4指の基節
部で挫断された41歳の男性に対し， Pinchに際して術指
に対立する指の作成と知覚の獲得と栂指の内転拘縮を除
去する目的で昭和52年 7月21日 Toe-to・fingertransfer 
と Sensoryskin flapを同時に microsurgicalに行っ
た。術後 3カ月の現在， pinchも可能となり，ボーノレペ
ンで宇も書け，自転車のハンドソレも握れる。知覚も順調
に出現している。 
25. 足関節検査法の検討

-特に関節造影を中心としてー

佐久川輝章，大井利夫，小林紘一
山本日出樹(上都賀総合)
足関節疾患の病態解明のために，形態機能の両面より
検査法を検討した。形態学的検査法として従来より行な
われている陽性造影剤のみによる造影法に加え，陽性造
影剤と空気使用の二重造影法を考案し症例を示した。ま
た，渡辺式31号関節鏡検査にも言及した。機能的検査法
としては， biomechanicsを導入し，特に dynamic
五bularfunctionに注目し，臨床的応用を試みている。
形態学的検査法のみ怠らず，機能的検査法も病態解明の
一手段として重要であることを強調した。 
26. 大腿骨頭部骨折に対する Enderpin固定法の
術後成績の討検 
0秋田徹，佐々木健
西山徹(清生厚生) 
24伊jの米腿骨頚部骨折に対し Enderpin固定法を行
った。本法は諸家の報告の如く，手術手技が簡便であり
手術侵襲は少なく，術後経過も良好で，早期荷重が可能
である。術後軽度の内反と， Impactionが認められた
が，いずれも術後 1カ月以内にそのほとんどがおこり，
その後は大きな変化を見ない。骨癒合も術後 7カ月頃か
ら認められた。我々の症例は術後経過が最長でも 1年 6
カ月と短いため，今後とも経過観察を続け，また症例を
増やし，本法の検索を深めていきたい。 
27. 高齢者の大腿骨頚部骨折の治療経験 
0上野正純(成田日赤)
山根友二郎(帝京大) 
1年半の聞に経験した60歳以上の大腿骨頚部骨折22例
につき検討した。軽微な外傷によるものが多く，全身的
合併症が高頻度に認められだ。早期起床を目的とした観
血的治療を原則とし，麻酔法は全麻を常用した。 60%以
上に満足すべき歩行能力が獲得されたが，成績不良群は
片麻庫合併例と著しい高齢者に集中していた。入院中に
松葉杖歩行が出来るよう訓練することが成績向上につな
がると思われる。 
28. 大腿骨頚部骨折の 60症例の検討 
0三橋稔(三橋整形)
陳義竜，中村勉，中村哲雄
(千大)
堂後昭彦(川鉄)
大腿骨頚部骨折は全大腿骨骨折の41%にあたる 60例で
平均年齢68.9歳と高齢であるため治療上の問題等につい
て統計処理をおこなった。臨床成績では 1年以内の死亡
は 7例 12%と高率で、あり，直接診察できた 35例のうち 
ADLに関して{可等かの制限を認めたものは 77%という
多数にのぼった。手術法は骨折分類によって異なった保
存療法を含めて，全身状態の管理，早期臨床例の方がよ
い成績を得られた。 
29. 千葉県下脳障害児に対する早期療育の動向につ
いて
上原朗(袖ケ浦福祉センター療育園)
全国に76ある肢体不自由児施設に於ては，在園児の約 
7割を占める脳性麻、庫(以下 CPと略す)が療育の中
心となってきた。県下の CPを中心とする脳障害児に
対する療育の現状をみるに，昨年児童相談所に来所した
児童の73%が 6歳以下であり 3歳以下でも 38%と幼少化
の傾向は明らかであった。これら幼少児に対する療育の
場として県下15ケ所に通園施設やマザースホームがある
が，通園児の平均は 6歳以下で 3.3歳であり， 2歳以下
は全体の約 2害IJにすぎ、なかった。しかるにわれわれの施
設に於ける早期療育の現状は，外来通園児の45%が 0歳
児であり，早期より (1歳未満)療育することにより，
運動発達の獲得が早いことを示した。又， リスクフアク
ターを持った異常児の checkの方法を症例で示し，正
常，異常姿勢につき言及した。 
30. 改良した Halo牽引装置で治療した Atlanto-
axial rotatory宣xationの 1例
大木勲，渋谷光柱(自治医大)
症例は22歳男性。昭和50年11月頃より頚部痛ある症例
で，頚;惟牽引および頚椎同立治療(装置およびギブス)
を受けるも疹痛増強し，前屈位斜頚で固定し，関口不全
